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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 0 0 3 6 5 6 1 3 9 12 3 3 1 0
7 * 2 6 6 12 6 8 1 1 9 10 5 1 1 0
13 0 0 0 0 1 0 0 1 0 2 2 0 0 0 0
14 0 0 0 0 0 1 2 2 0 0 0 0 0 0 0
18 0 1 3 1 3 0 0 2 1 1 2 1 0 0 0
30 * 1 6 4 9 5 11 0 2 5 7 4 8 3 0
31 * 0 0 6 8 2 2 2 1 4 5 1 0 0 1
45 * 1 4 2 4 1 2 2 1 0 1 0 1 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
5 19 22 43 20 31 11 9 30 39 14 13 5 1

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 1 3 3 6 0 0 4 1 4 5 4 3 1 1
3 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 2 0
11 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
12 * 0 0 9 24 1 3 3 3 3 6 6 2 0 0
25 * 2 5 1 1 0 2 5 1 1 2 3 0 0 0
45 * 5 11 1 5 0 0 3 3 5 8 1 1 3 1
51 0 0 0 2 4 0 0 2 4 1 5 0 1 0 0
75 0 0 2 0 3 0 0 1 1 3 4 0 0 0 1
78 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
88 * 1 5 1 1 0 0 4 1 5 6 2 4 3 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
11 29 17 44 1 5 24 15 22 37 16 12 9 3

2016年度関西学生バスケットボール チャレンジマッチ

Team / Coach:

合　　　計
37.9% 38.6%RATE

露口 亮太 -

20.0%

Team / Coach:

合　　　計
26.3% 51.2% 64.5%

大阪産業大学
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金 ミンジェ 17

-
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山中 将輝
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藤井 成悟 8
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大阪学院大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

福田 惟吹 14

68

敗チーム

33

1

３Ｐ ２Ｐ

-

PTS

勝チーム

7918:30
会　　場 東淀川体育館

大阪学院大学

木下 誠 16
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記録 関西学生バスケットボール連盟
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大阪産業大学

主審 永山 忠利 副審 細見 亮太

コ ー ト

戦評
【総括】
1部リーグ戦1次リーグで苦戦し、最終結果5位となった大阪学院大学と、2部リーグ1位、昨日神戸学院大学に大
勝した大阪産業大学による全日本大学バスケットボール選手権の最後の出場枠をかけたチャレンジマッチは、僅
差で試合が進み、白熱した展開となった。大産大は前半、#45金の3Pシュート、#12玉井のゴール下が光り、大院
大#30木下、#30福田らの確実な攻めに苦しみながらも対抗する。後半に入り、前半は目立たなかった大院大#7澤
邉が5連続得点などを見せ大活躍し、大産大も第3ピリオドまでは2点差で食いつき、健闘を見せたが、それでもじ
わじわと点差が広がり、最終的に79‐68で大院大が勝利、インカレ出場権を守りきった。それでも、2部昇格チーム
の大産大が、1部5位の大院大を苦しめるという、来年のリーグ戦も期待される一戦となった。
【第1ピリオド】
試合開始は大産大#12玉井の連続得点から開始した。負けるわけにはいかない大院大は#31福田のシュートで
反撃、更には#30木下がバスケットカウント、レイアップシュートを決め、大院大が流れを掴み始めたかと思われた
が、ここで昨日から好調の大産大#45金の連続3Pシュートが炸裂。点差を開かせない。後半は大産大はファール
が重なるが、一方でオフェンスリバウンドで競り勝ち、得点する。しかし大院大も#45藤井のミドル、#30木下の3P
シュートが確実に決まり、じわじわと点差が開き始め、第1ピリオドは23－18で大院大リードで終了した。
【第2ピリオド】
第2ピリオドは開始早々大産大#45金が本日3本目の3Pシュートを決め、たまらず大院大はタイムアウトを要求。し
かし#45金の3Pシュートがまたしても決まる。しかし負けじと大院大#18吉岡も3Pシュートを決めかえす。更に#30木
下の見事なアシストで#31福田のゴール下が決まり、更に#30木下が自ら得点し大産大はタイムアウトを要求する。
その後大産大はゾーンディフェンスに切り替え、連続速攻により勝ち越すが大院大は#30木下のミドルシュートが
決まり、大産大がリードし続けることを許さない。その後も緊張した攻め合いが続き、39－37で、大院大が僅差で
リードし前半を折り返した。
【第3ピリオド】
第3ピリオドは開始早々大産大が#25松田の3Pシュート、#0福原の速攻で一気に攻め立てるが、ここで前半2得点
の大院大#7澤邉がとうとう火を噴き、5連続得点。更に大産大はターンオーバーを連発し、大院大は一気に流れを
もぎ取る。しかし、大産大#12玉井がインサイドで決めきり、そこから息もつけない激しい攻め合いとなる。大産大は
残り2分、#45金のアシストから#12玉井の得点で2点差に詰め寄るが、そこから両チーム点を決めることが出来ず、
第3ピリオドは53‐51、またしても大院大の2点リードで終了した。
【第4ピリオド】
第4ピリオドはいきなり大院大#7澤邉がバスケットカウント、1ショットを確実に決め、他を圧倒する。更には#2渡邉
が#7澤邉のアシストで得点し、点差が7点となり、大産大がタイムアウトを要求。しかしタイムアウト後も#7澤邉は止ま
らない。ブロックをかいくぐり3Pシュートをきめ、遂に点差は10点となってしまう。しかし、固これ諦める訳にはいかな
い大産大、#88花田が3Pシュートを決め、喰らいつこうとするが、ファウルがかさみ苦しむ。残り4分、大産大はタイム
アウトを取るが、その後も#31福田、#7澤邉らを中心に、大院大の勢いは止まらない。しかし大産大#45金も負けじと
ばかりに3Pシュート、ゴール下を決める。更には#0福原の3Pも決まり、今度は逆に大院大がラスト1分半でタイムア
ウトを要求する。大産大はファウルゲームを開始し、大院大はフリースローを獲得するが、なかなか決められない。
また、代わって入った大産大#78吉田、#11斎藤が3Pシュートを決めるが、点差は縮まらず、79‐68で大院大が勝利
した。
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玉井 和尭 19 36
松田 大樹 8 27
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福原 康司 9 30
永井 翔大 0 13
齋藤 大峰 3
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伊東 瞬 0 11
宮本 航 4
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花田 英次 5 37
吉田 涼太
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